
災害情報研究会第４回議事録 

 

日時：２０２０年７月１７日 15:00-17:30 zoomにて開催 

参加者：市川、杉山、水落、中村、高橋、野田、大島、上倉（書記） 

 

1.前回第３回２０２０年６月１９日議事録確認 

 

2.議事 

ＢＣＡＯとして研究会ごとの発表がある。発表内容と資料の準備が必要。 

研究会発表会は ZOOMによるセミナー形式の見込み 

・「一日実施でアーカイブ化希望」にて事務局に伝える 

・研究部会の実施形式は最近 zoomにて開催。コロナ等の意見交換を実施。 

・研究会としての検討中のテーマは地震想定の被害想定を検討 

 発災から時系列で状況を想定。１月定例会まで検討した。 

 災害情報フローの精緻化ではなく、訓練材料として災害の状況想定を検討している。 

 事象の整合性検討と時間と情報のバランスが苦労。 

 ＢＣＡＯの傾向としては「戦略指向」が強まっているように感じる。 

 企業の担当が自分で災害の想定を作成するのは大変であり、研究会として提示するのは

意義がある。 

 企画として一定の期間での成果物の取りまとめを目標とすると良いと思う。 

 取りまとめた段階で一般公開して使っていただくのも良い。 

 「47 のやることリスト」と状況のリンクと対応主体「誰が」の紐づけされているリスト

がもう一つ必要ではないか。 

 現在作業中のリストに「やること」も入っているが、「状況」で良いのではないか。 

 今後の研究会検討として継続して時間軸を「夕方」「翌朝 0800」、来年春までに三日後ま

でを作成する。 

・次回資料検討分担 

 市川・火災、倒壊 

 上倉・建物被害 

 水落・通信、上下水道 

 杉山・東京本社 

 高橋・大阪支店 

 野田・御殿場 

 中村・清水、その他（原発） 

・8/21で各作業シートを取りまとめする。 

 



3.話題提供 

市川 

・秋の防災訓練の検討時期ですが、在宅勤務が多く出社数が少なく防災訓練をｅラーニング

で行うケースが増加 

・テレビ会議形式での防災訓練・災対本部訓練（ハイブリット形式）でやるケースが増えて

いる。 

・従来の実技サーキットトレーニングをテレビ会議形式で実技をカメラの前で実施。 

・状況設定を 10問用意し、対応・回答をしていく形式で実施。 

・リアルタイムでアンケートが取れる方式あるいはチャットで回答を得る等の双方向コミ

ュニケーション機能を活用できる。 

・ハイブリットの場合「マイク」の関係で声が聞き取れないケースがある。 

 

水落 

・マンションの防災について朝日新聞に掲載されました 

 

4.コロナ関係の情報交換 

 

次回 ８月２２日 15:00-17:00 zoom（高橋さんがミーティングを設定） 

BCAO災害情報研究会  

時間: 2020年 8月 22日 03:00 PM 大阪、札幌、東京  

Zoomミーティングに参加する  

https://us02web.zoom.us/j/83574221733?pwd=anBhYWlrMEdlZy95ZjFMd0RPUjVxUT0

9  

ミーティング ID: 835 7422 1733  

パスワード: 260655  

 

以上 


